
１．基本情報および概要図

２．過去の測定結果と透視度低下の原因

３．間欠ブロワ設置前の槽内状況（令和６年９月２７日）

ＳＧＣＸⅡ型　　間欠ばっ気による水質改善事例 （ろ過機能有）

 処理方式 作業予定月

 メーカー ／ 型式  清掃 ７月     　

逆洗設定

循環水量 （Ｌ.Ｗ.Ｌ.時）

概要図

ピークカット機能

緊急逆洗モード

 人槽（容量）／使用人員  保守点検 １ ・ ５ ・ ９月     　

 日平均汚水量  法定検査 ３月     　

 性能評価型　窒素除去型

積水ホームテクノ㈱ ／ ＳＧＣＸⅡ型

５人槽 (1.462㎥) ／ ６人使用

 ０．９２㎥/日

 SGCXⅡ型の特徴

　５人槽のピークカット有効容量

透視度低下の原因 　・浮遊汚泥が多い　・処理水槽堆積汚泥の沈降性が悪い
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対策

法定 ３月１１日 7.6 逆洗・汚泥移送0.7

９月２７日 7.4 間欠ブロワ設置
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15

19

9

6

-

0.3

0.3

1.0

1.67法定 ３月　５日 7.4

清掃 ７月２９日 7.3

22

25

6

-

保守 ５月１３日 7.2

35 27

8

 放流

１次処理１室 ２室/２次処理/処理水槽 対策

流入 

　間欠ブロワ設置
型式：ＦＰ‐８０Ｎ（３ＴＲ）

＋
切替バルブユニット

　０．１５１㎥

保守 １月２９日 7.6

　生物ろ過部の目詰まりを抑える

確認

保守 ９月１３日 7.4

法定 ３月１１日 7.6

5

　通常の逆洗＋３分/２時間の逆洗

 基本設定

１日 ３回 １０分 （2:00,3:00,4:00）

２．０～２．６ Ｌ/分

透視度
（度）

ｐＨ
堆積

汚泥厚
（ｃｍ）

H.W.L.

L.W.L.



４．変更したブロワと設定内容

５．水質改善の経過

６．まとめ

１）逆洗回数、時間の調整で水質改善しない施設において、間欠ばっ気運転を検討する。

２）堆積汚泥の性状と色の変化を観察するとともに、間欠ばっ気の停止時間を検証する。

変更前 変更後 間欠ブロワ （FP-80N(3TR)）

ブロワ AP-70WY
FP-80N(3TR)

切替バルブユニット

逆洗設定
３分間 ／ ３回 １０分間 ／ １回

2:00 ・ 3:00 ・ 4:00 4:00

間欠設定 ※調査中は警報器を 切替バルブユニット （HPV-02）

移送汚泥と上澄水
３０分静置後

処理水槽堆積汚泥 放流水

―

0:00～4:00ばっ気停止

保守点検

 汚泥が沈降する  汚泥色（茶）　DO1.0㎎/L

 堆積汚泥厚１５ｃｍ

変更後の
設定

令和６年９月２７日

間欠ブロワ

設置日

 SV：４０％

取外しています

 上澄水に汚泥が残る  汚泥色（白）　DO0.3㎎/L

 透視度１９度

令和７年１月２９日

設置から

 SV:１２％  堆積汚泥厚１３ｃｍ  透視度３１度に回復

法定検査

1５４日経過

令和７年３月５日

設置から

１２４日経過

 SV:１０％  堆積汚泥厚１０ｃｍ  透視度３５度に改善

 沈降性が向上  汚泥色（茶）　DO1.6㎎/L

ばっ気

逆洗
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